
受粉作業不要な「とげなしナス」を
日本で初めて開発

受粉作業不要な「とげなしナス」を
日本で初めて開発

２００８年 愛知県農業総合試験場の１０大成果

園 芸 研 究 部

成 果 の 内 容

開 発 の 背 景 ・ ニ ー ズ

愛 知 県 農 業 へ の 貢 献

愛知県の主力作型である冬春ナス栽培は、１作で1860時間と労力が多くかかるため、

農家からは作業の省力化と快適化が強く求められていました。

平成14～20年に農研機構野菜茶業研究所と共同研究に取り組み、受粉しなくても果実が

肥大する「単為結果性」と「とげなし性」を併せ持つ新品種「試交０５－３」を日本で初め

て開発しました。

「試交０５－３」の優れた特性

・受粉作業が不要なため、労働時間を１５％削減できます。

・植物体のいずれの部分にも「とげ」の発生はなく、快適に作業できます。

・果実は太みがあり、つやがあって揃いが良く、日焼け果など障害もほとんど発生しません。

・日持ちが良く、果肉が緻密で、焼き物や揚げ物料理に適します。

本県の主力作型である冬春ナス栽培に適し、作業の省力快適化が可能となるため、高齢

化のすすむ産地の維持が可能となります。平成25年度30ｈaを目標に、普及に取り組んで

います。
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